
【業務の目的】 

 

泉北環境整備施設組合が計画している「第１事業所を汚泥再生処理センタ

ー」としてリニューアル工事するため、耐震診断調査を行いました。 

 

【該当施設】 

 

①投入前処理棟 

②浄化槽汚泥前処理施設 

 

これらの施設は、家庭や事業所から発生するし尿及び汚泥を処理し、 

水質汚濁防止法に準拠した上で、公共用水域へ放流するための重要な 

施設です。 

そのため、対象施設を耐震診断し再利用することで長寿命化を図ります。 

 

以下に該当施設配置図を示します。 
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1.対象施設図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.診断結果及び補強方針 

 

 2.1.1 投入前処理棟診断結果 

  1F_RC 造部分・・・・・・・NG 

  2F_S 造部分 ・・・・・・・NG 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 2.1.2 診断概要 

1）1F_RC 造部分 

建物的にバランスが悪く、偏心しているため偏心率がよくない。また、耐震壁が少ないこと

から剛性率がよくないため、耐震性能を満足していない結果となり補強が必要。 

 

  2）2F_S 造部分 

   全体的に耐力不足であり、耐震性能を満足していない結果となり補強が必要。 
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GIs<1.0によりNG

1F_RC造部分・・・・・・・NG

2F_S 造部分・・・・・・・NG

補強が必要。

補強が必要。



 

 

2.1.3 補強方針 

1）1F_RC 造部分 

  全体的に耐震壁増設及び増壁を行うことで、偏心率並びに剛性率を改善し建物の耐力を向上さ

せる。 

 

 2）2F_S 造部分 

  鉄骨造のため、鉛直ブレース、水平ブレース及び柱脚含む接合部の補強を行うことで、全体の 

  耐力を向上させる。 

 

 

次頁に補強図を示す。 
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耐震壁増設及び増壁

鉛直ブレース、水平ブレース及び柱脚含む接合部の補強
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2.2.1 浄化槽汚泥前処理施設診断結果 

  建物が、地上 1階、地下 1階の水槽でコンパクトな建物であり、バランスよく壁と柱が配置さ

れていることから、NGはなく耐震性能を満足した建物であるため、補強は必要ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.劣化調査診断結果 

3.1.1 劣化係数 

耐震診断に用いられる劣化係数は、投入前処理棟及び浄化槽汚泥前処理棟とも 0.9 とする。 

2 施設とも、躯体に影響が発生するような破損、クラック、爆裂は見受けられなかった。 

しかし、経年劣化を考慮し今回は、0.9 を採用する。 

 

3.1.2 鉄筋腐食試験結果 

投入前処理棟及び浄化槽汚泥前処理棟とも鉄筋腐食グレードが、Ⅰ又はⅡであり健全であると判断

する。 
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GIs>1.0によりOK

補強が必要ない。


